
「第9回介護と医療の座談会」を開催しました
平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
北坂戸訪問看護ステーションでは、第9回となります「介護と医療の座談会」を開催致しました。

今回は「当ステーションの体制・紹介」というテーマで、いつもの座談会とは趣旨を変えて、
当ステーションについて、体制、看護職員、リハビリ職員、相談員のご紹介をさせていただきました。
（座談会の内容）
・当ステーションの体制
現在、当ステーションでは看護師８名 リハビリスタッフ４名 相談員２名の体制で運営しています。
昨年８月に理学療法士、今年１月に看護師が増員となっており、今後も職員は随時増員予定です。

・ステーションスタッフの紹介
各スタッフの経歴や、どんな病棟や科で勤務経験があるか、また訪問に対する思いもお話しさせていただきました。

・当ステーションの取り組み
①座談会の定期開催（年４回）
②スキルアップ オンライン研修を全スタッフが毎月２つ以上受講しております。
③北坂戸ファミリークリニックと連携強化
・定期的なカンファレンスの実施（月２回）/デスカンファレンスの実施（月１回）

※デスカンファレンスは今後、関わっていただいたケアマネジャーにもお声掛けさせていただく予定です。
④託児所の設置 シッターと契約し、保育園の閉鎖や、病児保育など有事の際に預けられる施設を設置しています。
⑤各種情報発信 毎月１つ以上は有用な情報を掲載できるようにしています。
過去の資料はＨＰのお知らせに掲載しています。

・ステーションの空き情報
随時職員増員しておりますので、受け入れのご相談はいつでも迅速に対応可能です。

次回開催は、4月中旬を予定しております。
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